
 

 

 

 

 

 

 

 

 

立春を過ぎ、暦の上では春を迎えました。城山小を吹き抜ける風にはまだ寒さが残りますが、

校庭の木々をよく見ると、小さな芽が着実に膨らみ始めています。別れと出会いの季節が、もう

すぐそこまで来ていることを感じます。 

【頼もしい新リーダーと、憧れの背中】 

今、校内では素敵な「作戦」がいくつも進行しています。これまで城山小学校を力強く支えて

くれた６年生に感謝を伝えようと、５年生が中心となって「６年生を送る会」や交流の場を熱心

に企画しています。「どうすれば喜んでもらえるか」と知恵を絞る５年生の素直な一生懸命さ。 

そして、下級生にそこまで思わせる６年生のこれまでの「すごさ」。このバトンの受け渡しこそ、

城山小学校の高学年が持つ伝統の輝きです。私たち教職員も同様に、感動ある卒業証書授与式を、

そして何より一日一日の「ほんわか」とした日常を大切にできるよう、一丸となって「感動の   

作戦」を練っているところです。 

【目指せ、日本一楽しい学校！】 

私の願いは、年度末に皆が胸を張って「城山小は日本一楽しい学校だ！」と自慢できることで

す。「楽しい」とは単に遊ぶことではなく、自分たちの手で学校を良くし、認め合い、成長を実感

できる喜びです。ご家庭でも、ぜひお子さんに「最近どんな作戦を立てているの？」「頑張って  

いるらしいね」と声をかけてあげてください。大人が自分たちの取組に関心を持ってくれること

が、子どもたちの最大のエネルギーになります 

 

 

 子どもたちが「日本一楽しい」毎日を過ごすためには、心身の健康が不可欠です。しかし、   

最近の生活実態において課題も見えてきました。「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の分析

では、スクリーンタイム（ゲームやスマホ）が長いほど、睡眠不足や体力の低下、学習意欲の   

減退につながる傾向が顕著です。 

 長崎市 PTA 連合会の報告や社会一般の事例でも、「許可されていないオンラインゲーム」「勝手

な高額課金」「知らない人との接続」によるトラブルが報告されています。これらは子どもたちの

心を深く傷つけ、日常の平穏を奪う恐れがあります。デジタルの世界には依存性や危険が潜んで

いることを再認識し、ご家庭で以下の点について今一度「約束」を徹底してください。 

 

 

 

 

 また、登下校時の子供同士のトラブルやいたずら、用もないのに商店へ入ってのうろうろや  

商品へのいたずらなどについても、地域の方からご連絡をいただいています。学校でルールの  

順守の周りの人のことを考えた言動の必要性などを学習しています。地域や家庭での生活は、  

その学びの成果を発揮する場です。まだまだ心に響く学習となっていないことを反省しています。

学年の終わりに、皆が「城山小学校の子供でよかった」と笑顔で振り返ることができるよう、   

ご家庭での確実な見守りとご協力もお願いいたします。 

令 和 8 年 ２ 月 ２ 日 
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「日本一楽しい学校」のバトンをつなぐ ～感謝と決意の『作戦』進行中～ 

心と体を守るための「デジタル機器の使用」について 

時間のルール： 終了時刻を決め、睡眠時間を削らない。 

内 容 の把 握 ： どんなゲームで、誰とつながっているかを保護者が把握する。 

課 金 の禁 止 ： 決済パスワードの管理を徹底する。 


